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1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2. 生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）
わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であるこ
とに誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、
町民一人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づく
りにつとめます。

Photo：平成２５年１０月２３日撮影Photo：平成２５年１０月２３日撮影

特集特集 未来へ繋がる植樹活動！
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天の川が流れる街天の川が流れる街
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豊かな海を取り戻そう！
未来へ繋がる

　上ノ国町では、主に森林が失われた地域に対して、地盤の不安定化から来る自然災害の防止や
景観の改善など、自然環境の再生を目的に活発な植樹活動が行われてきました。
　そして、平成１８年から「上ノ国町日本海グリーンベルト構想推進協議会」が立ち上がると、
磯焼けが進む日本海沿岸の再生を新たな目的として、植樹活動が開始されました。
　磯焼けは海藻類が消失し、海底が白く堅い石灰層で覆われるため「海の砂漠化」とも呼ばれ、
漁業資源の減少とそれに伴う水産業の疲弊をまねくことが問題となっています。
　このことから、日本海グリーンベルト構想ではもともと地域にあった森のように、管理不要な
自立した森林を形成し、陸地から海に流れる栄養を増やすことで、海藻類が再生され豊かな海づ
くりに繋げることを目指しております。

これまでの植樹活動と
　日本海グリーンベルト構想について

植植樹樹活活動動！！

22２０１３年１１月号



　今年も、１０月３日に「豊かな海づくりのための植樹祭」が開催され、中高生や漁業関係者を
含め３５０人が参加し、約２０００本に及ぶ「トチ」「カシワ」「ミズナラ」の苗木を植樹しました。
　この３種類の苗木は、本町の植樹祭で指導を行っている宮脇昭氏の「潜在自然植生※」の考え
方を取り入れ、町内に自生している木から種子を採取して苗木まで育てたものを使用しています。
また、関東在住の町出身者で構成される「東京かみのくに会」から寄贈された苗木も含まれてお
ります。
　今後も日本海グリーンベルト構想推進協議会では、豊かな海の再生を目指し来年以降も継続し
た植樹活動を行っていく予定です。なお、この事業は太陽北海道地域づくり財団からの交付金で
実施しました。

※潜在自然植生とは、常に人間の手入れが必要な単一の樹種で構成される人工林を作るのではな
く、その地域に元々自生している樹種を複数折り混ぜ、人間の手入れを必要としない地域本来
の自然を再生させることを目的としています。　

日本海グリーンベルト構想推進協議会の取り組み

宮
みや

脇
わき

　昭
あきら

氏

　

今
、
私
た
ち
が
生
き
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
森
林
が
減
少

し
、
様
々
な
場
面
で
跳
ね
返
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

植
樹
は
50
年
先
、
100
年
先
を

見
据
え
た
息
の
長
い
事
業
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
子
や
孫
の
世
代
に

豊
か
な
森
と
海
を
残
せ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
木
を
植
え
続

け
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
今
年
で
85
歳
に
な
り
ま

す
が
、
私
は
あ
と
30
年
は
頑
張

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

宮脇氏の経歴
1928年　岡山県成羽町で生まれる
1952年　広島文理科大学生物学科卒業
1973年　横浜国立大学環境科学
　　　　　研究センター教授就任
1985年　同センター長就任
1991年　朝日賞受賞
1992年　紫綬褒章受章
1993年　横浜国立大学名誉教授
　　　　　(財)国際生態学センター所長就任
1995年　ドイツ・チュクセン賞受賞
1997年　国際植生学会世界初の名誉会員
2000年　勲二等瑞宝章受章
2006年　ブループラネット賞受賞

植樹によって木々が増え、
森林が再生する

木々の葉が地面に落ちて
腐り、有機栄養素となる 有機栄養素が微生物に分

解され、窒素やリンなど
の無機栄養素となる

海中の栄養が増加し、そ
れを食べるコンブやワカ
メなどの海藻類が増える 雨などにより、栄養が川

から海へと流れ出る

無機栄養素が積み重なり、
腐葉土（土状になった栄
養）が形成される

⇨ ⇨
⇨

⇨

⇨⇨
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１０
月
１４
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、

玉
入
れ
や
輪
投
げ
の
ほ
か
、
新
し
い

競
技
な
ど
の
多
彩
な
種
目
に
多
く
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

特
に
少
年
団
の
子
ど
も
達
が
参

加
し
た
大
縄
跳
び
で
は
、
普
段
の
練

習
で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
て
息
の
合
っ
た
豪
快
な
ジ
ャ
ン
プ

が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
少
年
団
父
母
な

ど
が
出
場
す
る
綱
引
き
で
は
、
関
係

者
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛
び
交
う
な

ど
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
タ
ボ
予
防
や
運
動
不
足
解
消
に

役
立
て
よ
う
と
、
町
で
は
１０
月
か
ら

運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

１０
月
１６
日
に
行
わ
れ
た
運
動
教

室
で
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ゴ
ム
布
を

使
っ
た
体
操
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

さ
れ
た
方
は
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
気

持
ち
よ
く
運
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
教
室
は
１１
月
と
１２
月
に
も
開

催
さ
れ
、
講
師
か
ら
は
「
運
動
は
継

続
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
楽
し
ん
で

も
ら
い
、
自
分
に
合
う
運
動
を
見
つ

け
て
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

１０
月
３
日
、
第
３２
回
産
業
ま
つ
り

（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
役
場
前
駐

車
場
に
て
開
催
さ
れ
、
町
内
の
事
業

所
や
農
漁
業
者
な
ど
２６
店
舗
が
集
ま

り
、地
場
産
の
魚
介
類
や
旬
の
果
物
、

温
か
い
ご
飯
物
や
汁
物
な
ど
を
販
売

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
長
い
行
列
が
出
来
る

ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
新
米
の
特
売

や
、
主
婦
の
方
々
を
中
心
に
多
く
の

人
だ
か
り
が
で
き
た
魚
介
類
の
模
擬

競
り
な
ど
が
、
来
場
者
の
注
目
を
集

め
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
友
好
市
町
村
の
五
所
川
原

市
か
ら
は
特
産
品
で
あ
る
十
三
湖
産

シ
ジ
ミ
、
上
ノ
国
木
工
愛
好
会
か
ら

丸
太
を
輪
切
り
に
し
て
作
っ
た
テ
ー

ブ
ル
類
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
こ
の
ほ

か
冬
物
の
衣
料
品
や
暖
房
器
具
も
店

頭
に
並
ぶ
な
ど
、
品
ぞ
ろ
え
の
豊
富

さ
が
目
を
引
く
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
催
し
と
し
て
行
わ
れ
た
カ

ミ
ゴ
ン
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
ビ
ン

ゴ
大
会
、
か
た
こ
餅
ま
き
な
ど
も
会

場
を
盛
り
上
げ
、
賑
や
か
な
産
業
ま

つ
り
と
な
り
ま
し
た
。
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１０
月
１６
日
、
本
町
と
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
間
に
お
い
て
、

地
域
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
が
配
達
な
ど
で
本
町
を
巡
回

中
、
訪
問
世
帯
の
洗
濯
物
が
長
く
放

置
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
普
段
と
異
な

る
状
況
を
見
か
け
た
際
に
、
役
場
等

へ
通
報
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
式
に
出
席
し
た
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
の
山
口
氏
か
ら
は
「
近
年
、
業

務
中
の
こ
う
し
た
事
例
が
増
え
続
け

て
い
る
の
で
、
可
能
な
限
り
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
、
心
強
い
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
２７
日
、
秋
の
交
通
安
全
運

動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
安
全
運
転
の

呼
び
か
け
を
目
的
と
し
た
街
頭
啓
発

が
、
北
村
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
前
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
ノ
国
小
学
校
の
児
童
会
、
上
ノ

国
中
学
校
の
生
活
ク
ラ
ブ
、
上
ノ
国

高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
計

３５
名
が
参
加
し
、
路
肩
に
誘
導
さ
れ

た
車
両
１
台
１
台
へ
、
声
掛
け
と
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
「
事
故
で
悲
し
い
思
い

を
す
る
人
が
出
て
ほ
し
く
な
い
」と
、

最
後
ま
で
呼
び
か
け
て
お
り
ま
し

た
。

　

１０
月
２４
日
、
町
民
体
育
館
に
お

い
て
、
第
３５
回
上
ノ
国
町
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
上
ノ
国
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
各
地
区
の
代

表
で
構
成
さ
れ
る
１４
チ
ー
ム
１
９
６

人
が
出
場
し
、
全
９
種
目
の
競
技
に

積
極
的
に
挑
ん
だ
結
果
、
小
森
・
新

村
チ
ー
ム
が
総
合
で
１
位
を
獲
得

し
、
２
位
に
湯
ノ
岱
・
豊
田
チ
ー

ム
、
３
位
に
石
崎
・
小
砂
子
チ
ー
ム

と
続
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
運
営
に
は
上
ノ
国
高
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
が
協
力
し
た

ほ
か
、
昼
食
中
に
上
ノ
国
保
育
所
園

児
た
ち
が
踊
り
を
披
露
す
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
協
力
し
て
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

１０
月
２
日
、
町
内
の
保
育
園
児
を

対
象
と
し
た
民
族
歌
舞
団
こ
ぶ
し
座

の
施
設
公
演
が
上
ノ
国
保
育
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
豊
か
な
心
と
芸
能

へ
の
関
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
園
児
達
は
ソ
ー
ラ

ン
節
や
江
良
杵
振
り
舞
な
ど
を
見
た

あ
と
、
出
て
き
た
獅
子
舞
を
見
て
驚

い
た
り
、
出
演
者
と
一
緒
に
太
鼓
を

た
た
い
た
り
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
し

た
。
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１０
月
４
日
（
金
）
上
ノ
国
中

学
校
で
１
年
生
を
対
象
に
檜
山

漁
業
士
会
に
よ
る
出
前
授
業
が

開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
八
雲
町
熊
石
の
工
藤

幸
博
会
長
か
ら
檜
山
の
漁
業
に

つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
檜
山
地

方
で
と
れ
る
魚
の
種
類
や
、
網

の
か
け
方
な
ど
漁
法
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

乙
部
町
の
松
崎
敏
文
副
会
長
が

イ
カ
を
捕
る
方
法
や
船
の
仕
組

み
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら

解
説
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
サ
ケ
の
オ
ス
と
メ
ス

を
見
分
け
る
方
法
を
教
わ
っ
た

後
、
実
際
に
サ
ケ
を
三
枚
に
お

ろ
す
体
験
を
し
ま
し
た
。　

　

町
内
か
ら
は
、
小
砂
子
の
斉

藤
政
人
さ
ん
や
扇
石
の
古
館
義

仁
さ
ん
が
講
師
と
し
て
参
加
し

て
お
り
、
魚
を
三
枚
に
お
ろ
す

コ
ツ
や
、
イ
ク
ラ
を
う
ま
く
取

り
出
す
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

サ
ケ
を
お
ろ
し
た
あ
と
は
、

そ
の
切
り
身
を
使
っ
て
講
師
の

指
導
の
も
と
自
分
た
ち
で
サ
ケ

の
ホ
イ
ル
焼
き
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
昼
食
で
は
、
サ
ケ

の
ホ
イ
ル
焼
き
の
他
に
ア
ワ
ビ

の
バ
タ
ー
焼
き
や
、
イ
カ
の
カ

レ
ー
粉
焼
き
、
イ
ク
ラ
丼
、
魚

の
刺
身
が
出
さ
れ
、
生
徒
は
新

鮮
な
海
の
幸
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
実
際

に
魚
を
さ
ば
く
体
験
や
調
理
を

し
た
こ
と
は
生
徒
達
に
と
っ
て

大
変
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

檜
山
漁
業
士
、
檜
山
振
興
局
、

檜
山
南
部
地
区
水
産
技
術
普
及

指
導
所
、
そ
し
て
朝
早
く
か
ら

お
手
伝
い
し
て
く
れ
た
お
母
さ

ん
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　

第
３４
回（
男
子
）、第
２５
回(

女

子)

檜
山
南
部
中
学
校
対
抗
駅

伝
大
会
が
、
１０
月
１
日
（
火
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
中
学
校
前
か
ら
旧
朝

日
小
中
学
校
を
周
回
す
る
コ
ー

ス
で
男
女
合
わ
せ
て
１２
チ
ー
ム

が
総
距
離
、
男
子
が
１９
・
２
㎞
、

女
子
が
１３
・
８
㎞
で
競
い
ま
し

た
。

　

午
後
２
時
、
高
ま
る
緊
張
の

中
男
女
１２
チ
ー
ム
が
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

朝
日
校
下
の
道
路
に
は
、
関

係
車
両
、
数
多
く
の
保
護
者
ら

が
車
で
応
援
に
駆
け
つ
け
、
我

が
子
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　

上
ノ
国
中
学
校
は
連
覇
を
か

け
て
今
大
会
に
臨
み
ま
し
た
が
、

男
子
が
２
位
、
女
子
が
４
位
の

成
績
で
し
た
。
母
校
の
タ
ス
キ

を
繋
ぎ
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

走
る
姿
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
土
田
翔
斗
君
、
三
浦

蒼
君
、
女
子
は
武
田
明
日
香
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
区
間
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
男
子
１８
チ
ー
ム
近

く
が
参
加
す
る
華
や
か
な
大
会

で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
学
校

の
統
廃
合
の
た
め
参
加
チ
ー
ム

が
減
少
し
、
時
代
の
流
れ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
徒

の
変
わ
ら
ぬ
健
脚
が
光
る
大
会

で
し
た
。

檜
山
南
部
駅
伝
大
会 

上
中　

男
子
２
位
・
女
子
４
位

上
ノ
国
中
学
校
で　
　

出
前
授
業
開
講

檜山の漁業について学びました

軽快な走りで前方のチームを追う 歯をくいしばって力走

みんなでおいしく食べました おいしそうなサケのホイル焼き うまくおろせるかな？

厚沢部中学校前を一斉にスタート！！

66２０１３年１１月号



 

教育委員会だより

＊アナザー　エピソード２　　綾　辻　行　人／著
＊その青の、その先の、　　　椰　月　美智子／著
＊ライオンの棲む街　　　　　東　川　篤　哉／著
＊北の街物語　　　　　　　　内　田　康　夫／著
＊アクティブメジャーズ　　　今　野　　　敏／著
＊祈りの幕が下りる時　　　　東　野　圭　吾／著
＊鏡の花　　　　　　　　　　道　尾　秀　介／著
＊政と源　　　　　　　　　　三　浦　しをん／著
＊Ｓの継承　　　　　　　　　堂　場　瞬　一／著
＊高　砂　　　　　　　　　　宇江佐　真　理／著
＊もう一枝あれかし　　　　　あさの　あつこ／著
＊人間にとって成熟とは何か　曽　野　綾　子／著
＊誰も戦争を教えてくれなかった　古　市　憲　寿／著

絵本の読みきかせ
１１月２０日（水）　午後３時半～

＊絵本サークル「もこもこ」による拡大版です。

時　間：（火～土）午前９時３０分～午後５時１５分
　　　　（日・祝祭日）午後０時３０分～午後５時１５分
休館日：毎週月曜日、年末年始
場　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら内）

参
加
者
が
共
に
学
び
合
う

　
　
　

集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

今
、
上
ノ
国
高
校
で
は
、
人

間
理
解
を
深
め
る
学
び
合
い
が

丹
念
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

第
一
歩
と
し
て
大
切
な
こ
と
は

自
分
を
よ
く
理
解
し
、
他
者
を

よ
く
理
解
す
る
姿
勢
」
と
話
す

道
教
育
大
学
函
館
校
の
本
田
真

大
先
生
の
指
導
を
受
け
、
全
校

生
徒
、
さ
ら
に
学
年
ご
と
に
学

び
合
っ
て
い
ま
す
。

　

集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、

参
加
者
が
一
緒
に
身
体
を
動

か
し
た
り
言
葉
を
交
わ
し
た
り

し
な
が
ら
、
自
分
の
気
持
ち
に

気
づ
い
た
り
他
者
の
気
持
ち
を

感
じ
た
り
し
、
感
情
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
術す
べ

を
学
ん
で
行
き

ま
す
。
時
に
は
自
分
の
考
え
を

書
き
、
小
グ
ル
ー
プ
で
話
し
た

り
互
い
の
考
え
を
聴
き
合
っ
た

り
す
る
な

ど
、
様
々

な
活
動
を

通
し
、
次

第
に
考
え

を
深
め
て

行
く
の
で

す
。

改
め
て
自
分
を
振
り
返
る

　

２
回
目
は
２
年
生
の
「
怒
り

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
時
間
で

し
た
。

　

生
徒
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
自

分
が
怒
り
を
覚
え
る
の
か
、
怒

り
は
身
体
の
ど
こ
に
ど
ん
な
形

で
現
れ
る
の
か
を
振
り
返
り
ま

す
。

　

そ
の
上
で
、「
１０
秒
呼
吸
法
」

「
セ
ル
フ
・
ト
ー
ク
（
自
分
を

落
ち
着
か
せ
る
言
葉
を
心
の

中
で
繰
り
返
す
）」
な
ど
を
試

み
、
自
分
に
有
効
な
方
法
を
確

か
め
ま
す
。
同
時
に
、
他
の
生

徒
の
感
じ
方
や
怒
り
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
し
方
を
知
り
、
自
分

と
は
違
う
こ
と
に
気
づ
く
の
で

す
。
そ
の
中
で
自
分
と
他
者
、

互
い
の
関
わ
り
方
に
改
め
て
眼

を
向
け
、
人
間
の
奥
行
き
の
広

さ
に
気
づ
き
を
深
め
る
の
で
す
。

道
教
委
指
定
事
業
と
し
て

　

こ
の
取
組
の
中
で
上
ノ
国
高

校
生
は
、
人
間
理
解
を
土
台
に

据
え
な
が
ら
心
と
視
野
を
広
げ
、

進
学
や
就
職
な
ど
で
社
会
に
羽

ば
た
く
力
を
し
っ
か
り
蓄
え
る

の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
取
組
は
、「
高
校

生
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
道
教
委
指
定
事

業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
間
理
解
を
学
ぶ
上
ノ
国
高
校

集団カウンセリング集団カウンセリング

　１０月１８日（金）に

総合福祉センター

「ジョイ・じょぐら」

で、教育講演会が

開催されました。

　フードディレク

ターの貫田桂一氏

をお招きして「心を豊かにする食卓」をテーマに食

育について講演していただきました。

　上ノ国にはホッケやスケソウダラなどの水産物、

豚肉、シイタケなどの農産物等本物の食材があり、

それらは子どもを伸ばす食材であるということや、

食育は生きる上での基本であり、家庭の食卓での教

育であるということを学ぶことができました。

　貫田氏の軽快なトークに会場は笑いや拍手が起こ

り、講演は盛会に終わりました。

　

平
成
２５
年
度
第
１５
回
連
続
歴

史
講
座
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を

読
み
解
く
」
を
以
下
の
日
程
で

開
催
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
ふ
る
さ
と
の

歴
史
に
触
れ
、
今
一
度
郷
土
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
開
催
日
程
】

１１
月
１６
日（
土
）午
後
１
時
半
〜

テ
ー
マ
「
箱
舘
戦
争
」

◎
第
１
講
座

「
戦
い
の
合
間
の
箱
舘
戦
争

－

明
治
元
年
１１
月
か
ら
明
治
２

年
４
月
に
か
け
て

－

」

講
師　

江
差
町
教
育
委
員
会

　
　
　

学
芸
員　

宮
原
浩
氏

◎
第
２
講
座

「
大
滝
の
戦
い
」

講
師　

上
ノ
国
町
教
育
委
員
会

　
　
　

学
芸
員　

塚
田
直
哉

１１
月
２３
日（
土
）午
後
１
時
半
〜

テ
ー
マ
「
渡
島
半
島
西
岸
の
ア

イ
ヌ
語
地
名
」

講
師　

上
ノ
国
町
教
育
委
員
会

　
　
　

町
史
編
纂
史
料
調
査
員

　
　
　

渡
部
孝
之

【
開
講
場
所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

「
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら
」

【
申
込
先
】

教
育
委
員
会
文
化
財
グ
ル
ー
プ

℡
５
５
・
２
２
３
０

第
１５
回
連
続
歴
史
講
座

開
講
の
お
知
ら
せ
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307

子宮頸がん・乳がん検診クーポン券
ご使用になりましたか？

保健師　松谷美登理です今 月 は

　平成２１年度に全国で始まった女性特有のがん検診推進事業も５年目の最終年度を迎えました。

今年度も対象となる方に無料で検診が受けられるクーポン券とがん検診手帳をセットで配布しまし

たが、ご使用になりましたか？

　この４年間のクーポン券の配布により、子宮頸がん検診は２０～３０代での受診が２～３割アッ

プ！それ以外の年齢でも初めて受診された方も多くありました。子宮頸がんは女性の部位別のがん

発症率で第１位で、近年２０～３０代で急増しています。これから結婚や出産を迎える、あるいは

幼い子どもを持つお母さんにとっては深刻な問題です。まだ、クーポン券をご利用になっていない

方は是非この機会に受診をお勧めします。

子宮頸がん検診が効果的な理由
　子宮頸がん検診はがんになる前の「前がん病変」を見つけることができ、この段階で発見するこ

とができればほぼ１００％進行がんになることを防ぐことができます。（前がん病変である高度異

形成から進行がんになるまでには、１０～２０年かかると言われています。）もっとも初期のがん

では子宮頸部の異常な細胞を取り除く手術によって８割以上が治り、子宮も温存できます。早期発

見・早期治療が大切ですね。

子宮頸がん検診は継続して受けることが大切
　子宮頸がんは長期間かけて発症する病気であり、早期に発見するために２年に１回は継続して検

診を受けましょう。

　クーポン券の使用期限は平成２６年２月末まで。指定医療機関、または、１月１９日（日）
　健康づくりセンターにおいて実施する検診で利用できます。

88２０１３年１１月号



（第44号）

1111月の外来診察日程月の外来診察日程

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日と水曜日

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月曜日から金曜日

整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　５日・１３日・１４日・１９日・２７日・２８日
午後　１３日・２７日

眼 科
午前　木曜日
午後　６日・２０日・２７日

皮 膚 科 午前　火曜日　

神 経 内 科 　　　１日・１５日・２９日

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

受付 午前8時から11時30分（初診の方は、９時から）
時間 午後1時から2時30分

　４月より赴任しました外科の川﨑

浩之です。３月までは札幌月寒病院

に２年間勤務しておりました。

　これまでは、紋別、木古内、札幌、

芦別、苫小牧の病院で腹部外科を中

心に医療を行なっておりました。

　私は道南への赴任は二度目ですが

江差は初めて来ました。とにかく風が強いという印象で

す。また、海も見え非常にきれいなので気持ちが安らぎ

ます。腹部外科とは言いましても鼠径ヘルニア、痔核、

けが、体のできものなども診療の領域です。これまでに

得た知識や経験を少しでもこの道立江差病院で患者様に

提供できるように努力してまいります。どうぞよろしく

お願い致します。

外科新任医師紹介

☆看護師通年募集のお知らせ：現場復帰される方、新人
の方も個別にしっかりサポートします。通年募集して
おりますので気軽にご連絡ください。

　（臨時採用は面接のみ）　52-0036（内線202）藍
あい

葉
ば

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院に確認の上、受診してください。

　

み
な
さ
ん
は
「
時
効
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
何
か
し
ら
後
ろ

め
た
い
こ
と
や
隠
し
て
お
き
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
、
で
も
そ
れ
を
後
に
な
っ
て
「
こ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
も
う
時
効
だ

か
ら
話
す
よ
」
な
ど
と
笑
い
話
に
す
る
と

き
に
、
時
効
と
い
う
言
葉
を
使
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
、
法
律
的
な
意
味

あ
い
と
は
異
な
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、「
時
効
」
に
つ
い
て
、
あ
ま

り
良
い
印
象
を
持
た
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
お
そ

ら
く
、
悪
い
こ
と
を
し
た
人
間
が
、「
時

効
」
に
よ
っ
て
捕
ま
ら
な
い
ま
ま
逃
げ
切

る
こ
と
を
許
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ
る

か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
公
訴

時
効
」
と
い
い
、
一
定
の
期
間
の
経
過
に

よ
り
、
検
察
官
が
起
訴
し
て
有
罪
か
無
罪

か
を
裁
判
所
に
問
う
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
の
で
す
。
た
だ
し
、
殺
人
罪
な
ど
の
よ

う
に
、
人
を
死
亡
さ
せ
、
な
お
か
つ
死
刑

が
あ
り
得
る
よ
う
な
重
大
な
罪
に
つ
い
て

は
、
公
訴
時
効
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
事
事
件
の
場
合
で
も
「
時
効
」
は
あ

り
ま
す
。
一
定
の
期
間
、
一
定
の
条
件
の

も
と
で
他
人
の
物
を
占
有
し
続
け
た
場
合

に
、
そ
の
物
を
自
分
の
物
に
で
き
る
「
取

得
時
効
」
と
、
一
定
期
間
請
求
権
を
行
使

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
し
て
債
務

を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
消
滅
時
効
」

で
す
。「
消
滅
時
効
」に
つ
い
て
は
、突
然
、

消
費
者
金
融
等
か
ら
の
請
求
が
来
た
場
合

に
有
効
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ま

り
記
憶
に
な
い
請
求
が
来
た
場
合
に
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で
！

お
気
軽
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

板
垣
義
一
）

〜
時
効
に
つ
い
て
〜
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お知らせ
　

町
で
は
今
年
度
も
除
雪
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

①
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
虚
弱

な
ど
の
た
め
、
日
常
生
活
上
の

援
助
が
必
要
な
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級

ま
た
は
療
育
手
帳
を
受
け
て
い

る
障
害
者
世
帯
で
援
助
が
必
要

な
方
。

（
な
お
、
近
所
に
扶
養
義
務
者
の

親
族
が
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
出
稼
ぎ
な
ど

で
町
内
に
い
な
い
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
す
。）

◆
実
施
期
間

　

平
成
２５
年
１２
月
か
ら
平
成
２６
年

３
月
ま
で

◆
利
用
料　

年
間
２
千
円

※
お
申
し
込
み
は
、
お
近
く
の
民

生
委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課

　

介
護
・
自
立
支
援
グ
ル
ー
プ

　

℡
５
５
・
４
４
６
０

　

（
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

独
居
老
人
世
帯
な
ど
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■開催月日：１２月４日
■場　　所：役場２階研修室
■時　　間：午後１時～３時　
■お問い合わせ：
　江差人権養護委員協議会／函館地方法務局江差支局
　檜山郡江差町字姥神町１６７－１　電話５２－１０４８

困りごと心配ごと特設人権相談困りごと心配ごと特設人権相談
　江差人権擁護委員協議会と函館地方法務局江差支局
では、人権週間（１２月４日～１０日）行事の一環として、
「困りごと心配ごと特設人権相談所」を開設いたします。

  いじめ・体罰　　　ネットによるプライバシー侵害
  差別・暴力　　　　不動産・借地借家
  ＤＶ・セクハラ　　相隣関係　　　　　　　　　

　人権擁護委員が身近な法律問題や人権問題に関わる
様々なご相談をお受けし、解決へのお手伝いをさせて
いただきます。お気軽にお越しください（予約不要、
秘密厳守、相談料無料）。
　なお、函館地方法務局江差支局では、いつでも人権
相談に応じておりますので、お気軽にご利用ください。

日時：１１月２３日　午後１時から
場所：厚沢部町保健福祉センター　多目的ホール

『肝炎治療はここまでできる！
　患者さんと探し続けるＢ型、Ｃ型肝炎の治療法』

　　　～肝がん検診団の取り組みから～　

　演者：肝がん検診団団長
　　　　札幌緑愛病院肝臓センター所長
　　　　　　　　　　　　　　　川西　輝明氏

【無料療養相談】講演終了後行います。
（時間に限りが有るため先着順となる場合があります）

　～もっといい治療があるかもしれないという思いに、

　今の治療がとてもいい治療であることを実感するた

　めに、療養相談を活用して下さい。～

共催／肝炎友の会はまなす会　肝がん検診団
　　　電話０１１－３５０－１００８

　最近、檜山振興局職員を名乗る者から、家庭状況等を尋ねる不審な電話があるとの複数の情

報が、檜山管内一般住民の方から寄せられております。

　振興局職員が課名・用件・電話目的等を述べずに、家庭状況等を尋ねることはありません。

　電話内容が不審だと思われる場合は、相手の質問に即答せず、まずは振興局職員を名乗る者

の課名・職名・電話連絡先を確認する等の対応をお願いすると共に、最寄りの警察へご相談く

ださい。

檜山振興局職員を名乗る者からの不審な電話にご注意ください

1010２０１３年１１月号



お知らせ
　

町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
ま

で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
誌
や
納
税
通
知
書
で
お
知

ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、
納
期
限

を
過
ぎ
て
納
税
し
た
場
合
は
延
滞

金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
税
を
滞
納
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
、
滞
納
者
の
財

産
（
給
与
、
預
貯
金
、
不
動
産
等
）

に
つ
い
て
、
差
押
え
等
の
滞
納
処

分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
税
の
滞
納
は
、

納
税
者
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る

だ
け
で
は
な
く
滞
納
整
理
に
費
用

が
か
か
り
、
こ
の
費
用
も
納
税
者

の
税
金
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
町
税
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
も
、
納
期
内
の
納

税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

町
税
は
福
祉
・
教
育
・
土
木
事

業
な
ど
町
民
生
活
に
係
わ
り
の
深

い
あ
ら
ゆ
る
行
政
活
動
の
重
要
な

財
源
と
な
る
も
の
で
す
。

　

町
政
の
円
滑
な
推
進
に
町
税
が

有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
税
務
グ
ル
ー
プ

町
税
は
納
期
内
に

　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】

第
８
回
上
ノ
国
診
療
所
所
長
杯　

Ｐ
Ｇ
大
会

■
月
日　

９
月
２３
日

■
場
所　

天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

■
男
子
の
部

　

一
位　

円
子　

良
治

　

二
位　

鈴
木　

武
雄

　

三
位　

鈴
木　

富
雄　

■
女
子
の
部

　

一
位　

髙
橋　

セ
ツ

　

二
位　

大
谷
リ
キ
子

　

三
位　

森　

み
ね
子

上
ノ
国
協
会　

９
月
例
会

■
月
日　

９
月
２８
日

■
場
所　

天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

■
男
子
の
部

　

一
位　

竹
田　

憲
正

　

二
位　

土
本　

清
一

　

三
位　

金
子　

幸
夫

■
女
子
の
部

　

一
位　

森　

み
ね
子

　

二
位　

髙
橋　

セ
ツ

　

三
位　

田
中
マ
ツ
エ

第
１１
回
上
ノ
国
町
体
育
協
会
長
杯

Ｐ
Ｇ
大
会

■
月
日　

１０
月
１４
日

■
場
所　

天
の
川
ふ
れ
あ
い
広
場

■
男
子
の
部

　

一
位　

菊
池　

和
雄

　

二
位　

土
本　

清
一

　

三
位　

大
島　

信
昭

■
女
子
の
部

　

一
位　

森　

み
ね
子

　

二
位　

大
谷
リ
キ
子

　

三
位　

林　

ラ
ン
子

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

【
空
手
】

第
３２
回
南
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

■
月
日　

９
月
２３
日

■
場
所　

江
差
町
南
が
丘
小
学
校
体
育
館

■
『
形
』

○
高
校
一
〜
三
年
生
男
子
の
部

　

二
位　

三
浦　

陽
平

■
『
組
手
』

○
小
学
四
年
生
男
子
の
部

　

一
位　

高
橋　

龍
虎
（
上
小
）

○
高
校
一
〜
三
年
生
男
子
の
部

　

一
位　

三
浦　

陽
平

○
一
般
男
子
の
部

　

一
位　

高
谷　

将
挙

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

日　

程　

１１
月
９
日
・
１６
日

時　

間　

午
後
１
時
〜
３
時

定　

員　

２０
名

受
講
料　

２
０
０
０
円

※
申
込
締
切

　

各
実
施
日
前
の
金
曜
日
ま
で

「
ハ
ガ
キ
で
作
る
挨
拶
状
講
座
」

日　

程　

１１
月
１３
日

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

（
お
昼
休
み
１
時
間
）

定　

員　

１０
名

受
講
料　

２
０
０
０
円

※
申
込
締
切　

１１
月
１１
日

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　

℡
５
２
・
０
１
６
０

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

入札結果のお知らせ（10月15日まで）
＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、予定価格が１３０万円を超える建設

工事および建設工事に伴う調査・測量・設計委託が対象となっています。

＊金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は

落札率を記載しておりません。( 落札率 小数点第１位未満四捨五入）

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者名 落札金額 落札率

10/1

1 海抜表示標識設置委託業務 　2,352,000円 ㈱鈴　　木　　工　　業 　2,268,000円 96.4%

2 湯ノ岱簡易水道配水管更新整備工事 16,643,550円 ㈲光　　　土　　　建 15,855,000円 95.3%

3 道路区域境界標設置委託業務 　1,953,000円 ㈲上林測量設計事務所 　1,774,500円 90.9%

4 除雪ドーザＬＸ定期車体検査整備業務 － ㈱小　　林　　建　　設 　　618,124円 －

5 除雪ドーザ（ＦＬ－１８０)売払業務 　　241,500円 ㈱小　　林　　建　　設 　　367,500円 152.2%

10/15

1 木ノ子簡易水道更新整備工事 41,338,500円 ㈱小　　林　　建　　設 39,270,000円 95.0%

2 湯ノ岱簡易水道計装機器更新整備工事 14,434,350円 北 海 道 富 士 電 機 ㈱ 13,335,000円 92.4%

3 水道事業認可変更委託業務 　3,360,000円 日本上下水道設計㈱札幌事務所 　　997,500円 29.7%
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お知らせ
　

防
衛
省
は
、
来
年
度
採
用
に
な

る
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

１５
歳
以
上
１７
歳
未
満
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
予
定

者
含
む
）

◆
受
付
期
間

・
推
薦
採
用
試
験

　

平
成
２５
年
１１
月
１
日
〜
平
成
２６

年
１
月
１０
日

・
一
般
採
用
試
験

　

平
成
２５
年
１１
月
１
日
〜
１２
月
６
日

◆
試 

験 

日

・
推
薦
採
用
試
験

　

平
成
２６
年
１
月
１１
日
〜
１
月
１３

日
の
間
で
指
定
す
る
１
日

・
一
般
採
用
試
験

　

平
成
２６
年
１
月
１８
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
ま
た
は

　

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

　
　
　
　

（
℡
５
２
・
２
４
７
６
）

■
収

集

日　

１１
月
２４
日

■
収
集
場
所　

申
込
時
に
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　

１１
月
１８
日
〜
２２
日

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
収
集
申
込
及
び
お
問
合
せ
先

　

㈱
京
谷
建
設
工
業

　
　
　
　

（
℡
５
５
・
３
７
５
６
）

粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

函
館
バ
ス
・
ダ
イ
ヤ
改
正

の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
沖
野
弥
生
さ
ん

（
字
湯
ノ
岱
）
に
、
函
館
地

方
法
務
局
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

沖
野
さ
ん
は
、
２
期
６
年

に
渡
っ
て
本
町
の
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
活
動
し
、
町
内

の
人
権
意
識
の
普
及
啓
発
や

問
題
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
活
動
で
感
謝
状
贈
呈

　

こ
の
度
、
法
務
局
が
委
嘱
し
て

い
る
人
権
擁
護
委
員
に
、
冨
江
陽

子
さ
ん
（
字
湯
ノ
岱
）
が
就
任
し

ま
し
た
。

　

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す

　

・
松
崎　

辰
彦
さ
ん
（
字
上
ノ
国
）

　

・
清
川　

千
秋
さ
ん
（
字
石
崎
）

　

・
冨
江　

陽
子
さ
ん
（
字
湯
ノ
岱
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
３
年
の
任
期
の
も
と
、
子
ど
も
や
女
性
、
高

齢
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
人
権
に
関
わ

る
総
合
的
な
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
役
場
庁
舎
内
に
特
設
人
権
相
談

所
が
設
け
ら
れ
た
際
に
は
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　

任
命
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
２５
年
１１
月
１
日
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
い
八
雲
便

・
熊
石
便
の
バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
改

正
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

1212２０１３年１１月号



お知らせ

　明年１月に発行する「広報かみのくに」新春号に
向けて、年賀広告を募集しております。
　年賀広告を掲載希望の方は、役場総務課企画統計
グループまでお申し込みください。
　
１．募集期間　１１月１日から１１月２９日まで
２．掲載内容　「新年のご挨拶」「事業所名」「代表
　　　　　　者名」「郵便・住所」「連絡先電話番号」
３．サイズ
　①縦47㎜×横30㎜　　500円（町外事業者1000円）
　②縦47㎜×横60㎜　1000円（町外事業者2000円）
　③縦47㎜×横90㎜　1500円（町外事業者3000円）

申込先　役場総務課　企画統計グループ

上ノ国消防署からのお知らせです
「住宅用火災警報器」はもう設置されましたか？
　住宅用火災警報器の設置が完全義務化され、約１年
半が経過しました。
　住宅火災による死者の約７割は逃げ遅れによるもの
で、火災による被害を減らすためには、その兆候をい
ち早く察知しなければなりません。
　町内における過去１０年の火災発生件数は、平均す
ると１年につき２件となっております。
　昨年の町内における建物火災は幸い０件でしたが、
住宅用火災警報器が設置されていたことにより、火災
を未然に発見し、大事に至らなかった事例が４件あり
ました。
　住宅用火災警報器は、素早く煙を察知することで火
災を未然に防ぎ、大切な家族、さらには近隣居住者の
生命や財産を守ってくれる大切な機器です。
　まだ設置されていない方は、必ず設置するようお願
い致します。

お問い合せ先：上ノ国消防署予防係まで
（℡５５－２０７１）

平成26年1月から、記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

　檜山に伝わる味を皆様へ。管内農村女性グループより地元農産物の魅力を伝えます！

地元漁業者による水産加工品も共催出店！郷土食のつぼっこ汁やくじら汁などのほか、直売会も実施さ

れますので、お誘いあわせのうえご参加ください。

《時　間》　１１月２３日（勤労感謝の日）　午前１１時～午後１時
《場　所》　江差町南が丘　檜山地域人材開発センター（まなびっく）
■お問い合わせ　檜山農業改良普及センター（℡５３－６１４１）

　平成２６年１月からは、事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方について、
記帳と帳簿書類の保存が必要となります。
　なお、この記帳と帳簿書類の保存制度につきましては、所得税及び復興特別所得税の確定申告を行う必
要がなく、住民税の申告のみを行う方も対象となります。
　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧いただくか、江差税務署（電話０１３９－
５２－００７８）までお問い合わせください（お電話でお問い合わせの場合は、自動音声にしたがって「２」
を選択後、所得税担当にお問い合わせください）。
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お知らせ

　上ノ国町におけるホッケ全体の漁獲金額は、平成２２年度から９千万円台で推移している状況にあ

り、平成２３年度には１億円を超え、主力魚種の一つとなっています。

　ホッケは回遊魚であるため資源の確保や管理が困難で、全道的にも資源量が減少傾向にあり、ひや

ま漁業協同組合上ノ国支所の漁獲量も徐々に減少している状況です。そのため、ひやま漁業協同組合

が町から補助を受けて整備したホッケ養殖用生け簀を漁港内に設置し、漁獲された小さなホッケを一

定期間養殖しながら品質を向上させ、値段の高くなる時期に効率よく出荷する取り組みを進めており

ます。

　このほか、町では檜山南部水産技術普及指導所の協力のもと成長測定などの調査を実施して養殖技

術の向上を目指し、より安定的で効率的な出荷ができるよう支援しています。

　この結果、ホッケ養殖の実績も徐々に成果が現れ、現在は出荷単価が平均７５０円／㎏と安定した高

値で推移し、冬場の漁業収入（出稼ぎ）対策としても期待されているところです。

　近年は漁船漁業が低迷しているため、町としてこれからも育てる漁業を推進するとともに、単価の

高い活魚出荷やブランド化、販路（出荷先）拡大など、ひやま

漁業協同組合や関係機関と連携して取り組み、育てる漁業推進

のため支援を進めていきます。

漁獲量 金額【（　）は養殖金額】
平成20年 442ｔ  7,575万円（1,102万円）
平成21年 606ｔ  5,839万円（　652万円）
平成22年 773ｔ  9,820万円（1,494万円）
平成23年 530ｔ 10,106万円（1,668万円）
平成24年 423ｔ  9,382万円（1,487万円）

ホッケ漁獲量の推移（ひやま漁業協同組合上ノ国支所分）

成長測定の様子

上ノ国ウインドファームについて

●株式会社ジェイウインドが建設
しております。
●風車は１２基設置されます。
●発電所の出力は２８，０００kW
（２，３３３kW×１２基）です。
　道南エリアで１番大きな発電所
で、北海道全体でも２番目の大
きさとなります。
●１年間で発電できる電気の量は
約７，２８０万 kWhです。
　町の世帯数約２，７００世帯が
１年間に使う電気量の約７倍の
量が発電されます。

風車の場所

　風車の建設工事は１１月中に終了し、平成２６年３月運転開始に向けて今後試運転等が
予定されております。

発電所について

漁業の取り組みについて③ ～ホッケ養殖の取り組み～
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2013年11月28日（木）

総合福祉センター　　
ジョイ・じょぐら

総務課  企画統計グループ  ℡５５－２３１１《お問い合わせ》

　応援大使トークショーへ参加される方は、整理券を事前に配布しますので
申し込みをお願いします。

※当日の様子はホームページ等に掲載しますので、
　ご了承願います。

　９月２２日に行われた第３弾北海道日本ハムファイターズ応援バスツ

アーでは、８０名の方が参加され、札幌ドームで対東北楽天ゴールデンイー

グルスとの試合を観戦しました。

　試合開始前に大型ビジョンで２１２物語が放送されるため、Ｂ・Ｂが観戦席

を訪れ参加者とふれあい、本町を撮影した映像を観戦席で一緒に見ました。

　残念ながら試合は１－１５で負けてしまいましたが来年も北海道日本ハム

ファイターズを応援していきましょう！

午後５時３０分から午後６時５０分

○申込期間：１１月８日から１１月２７日まで（※土・日・祝日は除く）
○申 込 先：総務課企画統計グループ
○確認内容：参加する方の住所、氏名、電話番号

　なお、当日の参加も可能ですが、抽選会の参加対象は事前に整理券を受け
取った町民限定となりますので、ご了承願います。

トークショー
抽選会
集合写真記念撮影

内容：

会場：

日時：
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219

まちの人口と世帯数
（平成25年９月末日現在）

前月比

人　口 ５，６０７ 人 －１９

男 ２，６３０ 人 ＋　１

女 ２，９７７ 人 －２０

世帯数 ２，６５８世帯 －１５

掲載の了承をいただいた方のみご紹介
しています。

日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医
１１/３　乙部町国保病院（日中）

☎６２－２３３１
　　 　江差町・佐々木病院（夜間）

☎５２－１０７０
１１/４　厚沢部町国保病院（日中）

☎６４－３０３６
　　 　江差町・半澤医院（夜間）

☎５２－１１８１
１１/１０ 道立江差病院

☎５２－００３６
１１/１７ 江差町・佐々木病院

☎５２－１０７０
１１/２４ 道立江差病院

☎５２－００３６
１２/１　江差町・半澤医院

☎５２－１１８１

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

よろこび・かなしみよろこび・かなしみ
（１０月２４日届出分まで）※敬称略

日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医

人
事
異
動
（
１０
月
１
日
付
）

退　

職
（
９
月
３０
日
付
）

 矢代教育長の主な略歴

昭和５２年 北海道立江差高等学校卒業
昭和５２年 上ノ国町役場勤務
平成　８年 保健福祉課長補佐
平成１４年 水産商工観光課長
平成２１年 議会事務局長
平成２４年 教育委員会事務局長

　

１０
月
１
日
付
け
で
金
子
廣
前
教
育
長
の
後
任
に
矢
代
智
樹
氏

（
５４
歳
）
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
長
が
代
わ
り
ま
し
た

下水道加入率（１０月２４日現在）
特定環境公共下水道事業

漁業集落排水事業

　加入戸数　７２５戸（前月比＋２）
　 加 入 率　５１．０％
供用区域～桂岡・中須田・新村・大留・上ノ国・勝山
　　　　　北村・内郷　　　※一部区域を除く

　加入戸数　１３９戸（前月比±０）
　 加 入 率　３８．３％
供用区域～小安在・木ノ子・扇石・汐吹

　　　※一部区域を除く

おくやみもうしあげます
湯ノ岱　 三浦　由子　８６歳  １０/２

中須田　 若狭　チサ　６５歳  １０/２２

中央区　 秋田　ミツ　７０歳  １０/１９

上ノ国　 渡部　冨美　９５歳  ９/２５

勝　山　 細川　　江　８３歳  １０/９

大　崎　 若狹　ミヱ　９３歳  １０/１５

木ノ子　 鈴木富美男　５５歳  １０/１８
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